


























Acta Tibetica et Buddhica 6: 79-119, 2013.























































































































































(49)tadya thā / panca indriya avabodha ni swā hā /－〔これは〕
誓願が成就する陀羅尼です。
(50)
〔すなわち、〕三宝に（PS25a）帰命します。(51)「na mo manydzu shri ye / na maḥ 












〔以上は、〕『無量寿経（’Od mdo）』、『阿弥陀経（Zhing bkod mdo）』と、『悲華経
83






(1) ’Phags pa sNying rje chen pa’i pad ma dkar po zhes bya ba theg pa chen po’i mdo; D mDo-sde


















































※1) Pha bong kha po bDe chen snying po著『道の根本〔である〕善知識に親近する作法
（Lam gyi rtsa ba bshes gnyen bsten tshul）』6a4（ACIP ed.No.S0323）に mDo rgya cher
rol pa（D No.95 Kha; 大正 3 No.187）の教証として引用されている。


























































※1) 『無量寿経』に対応する記述がある。Cf.『浄全』23,p.274; gzhon nu（少年、童子）







※5) gsha’ gshong とある。gsha’ は『蔵漢大辞典』に出ていない。『拉薩口語辞典』
pp.983-984 には、gsha’ dkar＝bsha’ dkar とあり、錫、洋鉄、烏口鉄などとある。こ
こでは直前からの対比の記述と、gzhong bu（窪地）の用例を考えて翻訳しておいた。



































※2) pug とあるが、『無量寿経』（Cf.『浄全』23,p.270）での記述より発音が同じ spug の
異表記だと考える。





※5) ’brus rin po che とも ’thus rin po che とも読める。前者の ’brus は『蔵漢大辞典』
に確認できない。『無量寿経』の対応個所（Cf.『浄全』23,p.282）の rgyan rin po che












生ずるなど」と説明する。※）’khul とあるが、文脈より ’khrul に訂正する。なお、
極楽における鳥の種類については、畝部俊英『『阿弥陀経』依報段試解』（2002）p.107ff.
に詳しい。
※7) khu byug. イェシェーケの『蔵英辞典』にはカッコウとされているが、『浄全』23,p.278
にはホトトギスとされている。
※8) zer mo. この名の鳥は『無量寿経』『阿弥陀経』の関連箇所に出ていない。『蔵漢大
辞典』によれば、pu pu khu shud と同じものであり、五色の羽毛を持ち、頭上にと
さかを持った鳥であるという。
※9) ngang ngur. 『無量寿経』の ngur pa に対応するのか、あるいは、ngang pa（ガチョ
ウ）と ngur pa（赤ガモ）の二つの略称かと思われる。
※10) ku la na イェシェーケの『蔵英辞典』にはヒマラヤの鳥の一種とされているが、『浄
全』23,p.278 にはインドカッコーとされている。
※11) bye chu とある。『大楽国土誓願の註疏』p.290 には byu ru（珊瑚）となっており、
より適切かと思われる。
































※5) kha zheng とあり、『大楽国土誓願の註疏』p.292 にも同様である。『無量寿経』で




※8) las ’khrungs pa（より誕生なさった）とある。文脈から『大楽国土誓願の註疏』p.292



























※1) 七宝には異説がある。中村元『仏教語大辞典』（縮刷版 1981）p.587 を参照。カマ
ラシーラ著『金剛般若経の註釈』D Sher-phyin No.3817 Ma 226a5 には『聖妙法蓮華
経』に出ているものであるという。Cf.大正 9 No.262 p.8c「方便品」
※2) A Kyā yongs ’dzin Blo bzang don grub（1740-1827）著『律の因縁の名・表記の釈論 －












































水と火と風の界である。」などという。『倶舎論の自註釈』Ⅳ ad 58（D No.4090 Ku





































































































述 金剛般若経註 解脱に往く善き道・甚深なる義の明らかな太陽』（2010）註 240; 長尾雅
人『『大乗荘厳経論』和訳と註解（2）』（2007）pp.103-104













































(20) 『普賢行願讃』には v.40 へのディグナーガ釈に「供養雲」、v.60 へのディグナーガ釈に「変
化の神変雲」への言及があるが、掌から生ずるという記述はない。
















これからすると、『大宝積経論』（D No.4009 Ji 236a7-6）、『法華経論』（Cf.大正 26





































※2) skul bas（勧めるので）とも見えるが、『無量寿経』の対応個所より sgul bas と読む。
※3) 印刷が不鮮明で gong tshad とも見えるが、『無量寿経』の対応個所 ’geng ba よ
り、’geng tshad と読む。『大楽国土誓願の註疏』p.295 にも ’geng ba’i lus tshad とあ
る。
※4) 印刷が不鮮明で pa ? li ? ka などと見えるが、『無量寿経』の対応個所 ka tsa lin da
を採る。
※5) dben zhing とある。『無量寿経』の対応個所には bde ba dang /（楽であり）とある。














































































































(26) 本節の典拠は、『悲華経』（’Phags pa sNying rje pad pa dkar po zhes bya ba theg pa chen po’i






















































































※2) Cf.『悲華経』D No.112 Cha 148a4ff.; 大正 3 No.157 p.174c18ff.Yamada ed.（1968）p.52
l.10ff.
※3) sangs rgyas kyi zhing bskal pa chen po ’dzin pa zhes bya ba zhig 「仏国土、大劫「取」
というもの」とあるが、仏国土と劫が同格のようになっていて不適切である。原典
の sangs rgyas kyi zhing ’dir bskal pa chen po ’dzin pa zhes bya ba を参照した。また「善
持」は漢訳による。






※6) rGya mtsho’i rdul 漢訳の名を使用した。直訳すると「海の滴」ということになる。
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※7) rGya mtsho’i snying po; 漢訳ではすでに「宝蔵」という名になっている。









※11) D No.112 Cha 152a6; 大正 3 No.157 p.176a には、幾十万のコーティ・ナユタの衆生
を三宝帰依に安住させ、無上の正等覚へ発心させたことをいう。
※12) D No.112 Cha 153b3-4; 大正 3 No.157 p.176c より補足した。
※13) D No.112 Cha 153b6-7; 大正 3 No.157 p.176c では、天、龍、夜叉、仏、声聞、バラ
モンの誰かが私にお告げをしてほしいということである。
※14) D No.112 Cha 154a2-3; 大正 3 No.157 p.176c では、「口に入った」という。
※15) 大正 3 No.157 p.177a12 では「四天大王」と漢訳されている。
※16) 原典では、その夜が過ぎて、食事を準備し、自らが仏と僧伽に差し上げて満足さ
せてから、質問をしている。
※17) zhing khams とあり、名詞として扱われているが、原典 D No.112 Cha 155a2（Cf.
大正 3 No.157 p.177a26）の mthong zhing phyogs bcu’i sangs rgyas bcom ldan ’das kyang
mthong la /（見えたし、十方の諸仏世尊も見えた）での zhing は接続詞である。原
典より意味を補足しておいた。











※20) 原典 D No.112 Cha 159b4; 大正 3 No.157 p.178c27; 漢訳「見種々荘厳」は「様々な
荘厳が現れるもの」という意訳である。





※22) 無量寿仏の成仏とその極楽浄土が予言されるのは、後の部分 D No.112 Cha














※23) Cf.D No.112 Cha 175a3; 大正 3 No.157 p.185c4ff.




※26) Cf.D No.112 Cha 177b1-3; 大正 3 No.157 p.186c
※27) Cf.D No.112 Cha 192b1ff.; 大正 3 No.157 p.192b27ff.; 原典には、彼らがバラモンで
あったことは言われていない。チベット訳では srog chags le lo can khris（懈怠を持
った一万の衆生）、漢訳では「十千人心生懈怠」とある。
※28) Cf.D No.112 Cha 219a1ff.; 大正 3 No.157 p.204c16ff.
※29) mdungs pa とあるが、理解できない。gdungs pa と読んだ。
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(27) 無量寿仏の入滅は初期無量寿経（『大阿弥陀経』）に出ている。また『悲華経』（D No.112 Cha





















※2) 名前の冒頭は rab tu bstan pa（よく説示した）とあるが、願文自体や『悲華経』よ




よう授記され、この名号が予言されるということは、『悲華経』（Cf.D No.112 Cha 175b7-176a7;
大正 3 No.157 p.186a）に出ている。
















(30) 宗川訳には「明瞭に成仏せられ」とある。「明瞭に」に相当する mngon par は、梵語相当語
abhisaṃbuddha の接頭辞 abhi-の部分である。
(31) ’Od zer kun nas ’phags pa yi dpal brtsegs rgyal po. 漢訳『悲華経』は「遍出一切光明功徳山王
仏」である。宗川訳は「仏陀聖普光明徳積王」と原義に近い訳語を使用している。Cf.『悲華
経』D No.112 Cha 176a7; 大正 3 No.157 p.186b10
(32) 一部の版本に zhal ta（教示）とあり、宗川訳は「奉事」とするが、文脈より採らない。『弁
別釈』76b4 に zhal blta とあり、『大楽国土誓願の註疏』p.298 に zhal la blta と補足してい
ることより、zhal blta を採る。







(34) この仏の入滅とその後の教法の継続については、『悲華経』（Cf.D No.112 Cha 176a7-b1; 大
正 3 No.157 p.186a）に出ている。
(35) この大勢至の成仏については、『悲華経』（Cf.D No.112 Cha 177b1ff.; 大正 3 No.157 p.186c）
に出ている。







このうち、「大勢至」の梵語 mahāsthāmaprāpta のうち、sthāma（勢力） が sthāna（処）に
読み替えられた可能性がある。ただし、直後の D No.112 Cha 177b6-7（大正 3 No.157
p.186c21-24）の韻文の箇所には、「福徳の威力が堅固になったものよ、立ち上がりなさい。十
方世間の主が授記された。」などといい、本来の語義が踏まえられている。
(37) Rab tu brtan pa yon tan nor bu brtsegs pa’i rgyal po. 漢訳『悲華経』は「善住珍寶山王如來」で














































































































が、挙げられている。五身説に関しては、『Bod rgya nan don rig pa’i tshig mdzod（蔵














































※1) ci mdzad khyed shes kyi とあるが、解読できない。
※2) ⅩⅩⅣ21; 和訳 中村元『真理のことば・感興のことば』（1978）p.235





















































「tadya thā / panytsa priya a wa bo dha ni swā hā /」というのは、誓願が立てたとおりに成
就する陀羅尼です。
「三宝に帰命します。「na mo manydzu shri ye / na mo uttama shri ye / na maḥ su shri ye / na 




























楽願文は、『世尊無量光に依る遷移の略法（bCom ldan ’das ’Od dpag med la brten
pa’i ’pho ba bsdus pa）』に含まれたものである。詳しくは、佛教大学総合研究所編『浄
土教典籍目録』（2011）pp.68-69 を参照。
※2) Tsong kha pa Blo bzang grags pa（1357-1419）は、チベット・モンゴルの最大宗派ゲ
ルク派の開祖である。この極楽願文は極楽願文『最上国開門』の読誦版である。完
本冒頭の 1 偈頌とその直後の 1 文と末尾の極楽誓願を抜粋したものである。詳しく
は、佛教大学総合研究所編『浄土教典籍目録』（2011）pp.91-92,99-100 を参照。
※3) ’Jigs med gling pa（1729/1730-1798）は、ニンマ派教義の大成者ロンチェンパ
（1308-1363）を幻視して教えと儀軌を授かり、そのニンティクの体系を継承した。
古刹ミンドゥルリン所蔵の『古派タントラ集』を整理し、ニンマの復興を目指した。
弟子にジクメ ・ーティンレ ・ーウセル（’Jigs med ’phrin las ’od zer 1745-1821、rDo grub




snying gi thig le）』という文献群に収録された願文『極楽国土の荘厳・誓願（bDe ba can
gyi zhing bkod smon lam）』（これも『無量寿経』の所説に基づくもの）や、極楽往生
に関する儀軌を著している。この極楽願文は、『極楽に往く儀軌－無量速疾道－とい
うもの（bDe ba can du bsgrod pa’i cho ga dpag med myur lam zhes bya ba）』と併用され
るもののようである。詳しくは、佛教大学総合研究所編『浄土教典籍目録』（2011）
p.89、梶浜亮俊『チベットの浄土思想の研究』（2002）を参照。



















※1) この極楽願文の、「極楽往生の第四の因 － 善根を自他が極楽に生まれる因として
廻向する」の冒頭である。
※2) 『大楽誓願（bDe ba chen po’i smon lam）』（Cf.bKra shis編、bDe smon phyogs bsgrigs,








































































※1) rgyags lnga 未詳。











※6) de ma thob bar とある。自らが成仏したときには、自らの誓願を成就し、教化対象
者を成熟させ、国土を浄化しているが、それを達成するまでは、といった含意であ
る。
※7) sims par shog と形容詞が単独で用いられていることには違和感がある。発音の類似
した tshim par shog（満足するように！）の誤表記の可能性が考えられる。現に、『無
量寿経』には、「十二光仏」の個所（チベット訳では十九の光の項目になっている）
にも tshim par ’gyur ba’i ’od（満足するであろう光。魏訳「勇躍光」）という表現、
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